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報道関係各位 株式会社ファミリーマート 

3秒に 1個売れている「極旨 黒豚まん」に 

初のフレーバー、食べてみたい味 No.1 

「極旨黒豚まんカレー」が登場！ 

 株式会社ファミリーマート（本社：東京都港区、代表取締役社長：細見研介）は、継続して取り組んでい

る 5 つのキーワードである「もっと美味しく」、「『あなた』のうれしい」の一環として、ファミマの中華まんから「極旨 

黒豚まん」223円（税込 240円）、「極旨 黒豚まんカレー」223円（税込 240円）を、2025年 9月 9

日（火）から全国のファミリーマート約 16,300店にて発売いたします。 

 
 

■累計販売数 7000万食を突破の「極旨 黒豚まん」に、食べてみたい味 No.1のカレー味が登場！ 

 「極旨 黒豚まん」は、2019年の発売以降、多くのお客さまにご好評いただき、累計販売数 7000万食を突

破しており、2025年 1月には、第 82回「ジャパン・フード・セレクション」の最高位のグランプリを受賞した中華ま

んです。具材比率 50％にこだわり、具材には、国産の黒豚と玉ねぎを 100％使用しています。 

 さらに、アルペンザルツ岩塩で肉の旨みを最大限に引き出した“至極の一品”という価値を追求した商品で、定

番の「肉まん」と比較すると、全体重量は約 1.3倍、挽き肉のカットサイズは、ファミマの中華まんの中で最も大き

く、圧倒的な肉感を感じていただけます。 

 発売から 7年目の今年、初のフレーバーとして、アンケート調査で「極旨 黒豚まん」で食べてみたい味 No.1

にランクインした“カレー味”を商品化しました。 



 

 具材は、「極旨 黒豚まん」のこだわりである、国産の黒豚と玉ねぎ 100％使用し、もっちり弾力のある生地は

そのままに、具材の中心には 22種の香辛料を使用した山椒香る欧風カレーソースを入れました。 

また、挽き肉は黒豚の旨味を引き立てるオリジナル配合のカレースパイスでほんのり味付けし、中心のカレーソー

ス同様に山椒を効かせることで、一体感を出しています。 

 重量、食感、素材、生地と全てにこだわった商品を、この機会にぜひ、ご賞味ください。 

  

【商品詳細】 

 

【商品名】極旨 黒豚まん 

【価格】223円（税込 240円） 

【発売日】2025年 9月 9日（火） 

【発売地域】全国 

【内容】国産黒豚を 100％使用した、粗挽きミンチのゴロッとした肉の食感と

玉ねぎの甘みが特長の黒豚まんです。もっちりした生地と旨み溢れる具材の

組み合わせをお楽しみいただけます。 

 

【商品名】極旨 黒豚まんカレー 

【価格】223円（税込 240円） 

【発売日】2025年 9月 9日（火） 

【発売地域】全国 

【内容】極旨黒豚まんの中心に 22種の香辛料を配合した山椒香る欧風カ

レーソースが入った商品です。黒豚の旨味・甘味とカレーの味わい、どちらも楽

しめる 3重タイプ(生地、国産黒豚と玉ねぎ、カレーソース)に仕立てました。 

※数量限定 

※画像はイメージです。 

※軽減税率対象商品につき、税込価格は消費税 8％にて表示しております。 

※店舗によって取り扱いのない場合がございます。 

 

■期間限定！ファミマカフェのコーヒー・カフェラテ 1品購入で、極旨黒豚まん 2種の 20円引きクーポンが

もらえる！ 

 期間中、ファミマカフェのコーヒー・カフェラテをどれでも 1品ご購入いただくと、次回のお会計時に「極旨 黒豚ま

ん」「極旨 黒豚まんカレー」の購入に使える 20円引きレシートクーポンをプレゼントいたします。 

 

発券期間：2025年 9月 9日（火）～9月 22日（月）  

 

使用期間：2025年 9月 9日（火）7時～9月 29日（月） 

 

発券対象商品： 

・モカブレンド（Ｓ・Ｍ） 

・アイスモカブレンド 



 

・ブレンド（S・M・L） 

・カフェラテ（M・L） 

・アイスコーヒー（S・M・L） 

・アイスカフェラテ（M・L） 

 

割引券対象商品：極旨 黒豚まん、極旨 黒豚まんカレー 

 

※クーポンは購入個数分、レシートに印字されます。 

※他のセール・割引券・引換券との併用はできません。 

※店舗により一部商品を取り扱っていない場合、または品切れの場合があります。 

※キャンペーンは予告なく内容を変更または中止する場合があります。 

 

 ファミリーマートは、「あなたと、コンビに、ファミリーマート」のもと、地域に寄り添い、お客さま一人ひとりと家族のよ

うにつながりながら、便利の先にある、なくてはならない場所を目指してまいります。 

 

 

以上 


